
みんなで作る
避難所での健康維持に関する「かるた」の作成と評価

●地域の特性
令和2年、中津江村では大雨による土砂災害によって、ライフラインが埋設されている主要な道路が崩れ、高齢者施設や住宅が

被害を受けた。被害を受けた中津江村栃野地区の特徴としては、人口減少や少子高齢化が進み、地形的な特徴として、急峻な山地
（標高差780m以上）であり、深いV字谷で集落が谷底に集中しており、下筌ダム（蜂の巣湖）による人工的な谷地形の変化があ
るとされている。そのため、表層崩壊・土石流が発生すやすく、土砂災害の影響を受けやすい。

●地域課題
課題１．地形的に豪雨時に土砂災害による道路寸断が起こり、孤立し医療や生活が不安定になりやすい
課題２．高齢化が進み避難所での避難者の生活において、健康問題が発生したり悪化するリスクが高い
課題３．避難所での生活はイメージしにくく、避難生活についての知識や十分な準備ができていない可能性
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●事業の目的
①高齢者や子供など、避難所での生活をイメージできない人に対する避難所での生活や健康を維持するための知識を遊びの中で
伝える。
②災害発生時に災害弱者の健康問題を発生させない。また、安全を守るため、地域の特性や避難所設営の状況等を知った上で、
地域に根差した内容（過去の災害経験や地域に残る災害に関す
る言い伝えなども含む）を基に「みんなでつくる避難所でも健康を守る（理学療法士編）！かるた（仮称）」を作成する。

③情報を基に作成したかるたで子供たち、高齢者と遊びを通して災害時の避難所での生活を守り、 健康問題を発生させない取り
組みについて学ぶ。

●事業実施経過および実施内容
①現地での活動

・日田市中津江振興局、中津江村づくり役場、福祉関係者会議参加者への聞き取り
・フィールドワーク（第43回中津江村ふるさとまつり）での地域住民への聞き取り

②自己学習と講義とディスカッションでの学習
・鍬田翼氏（JRAT）による講義
・災害に関する文献や教科書による学び

高齢者施設や住宅、主要な
道路への被害

たくさんの方が参加されている村祭りで
お話を聞かせていただいた

色々な方から聞き取りを行った

JRATの活動についての講義と実際の被災地での経験について
お話を聞かせていただいた

【学生の声】
・地域の方と実際に会話して、地域の現状を知ることができた。もっと実地調査をしていく必要がると思っている(3年生)｡
・地域ごとに課題は異なるため、その地域の特徴を理解した上で取り組むことが大切であると感じた。中津江村の方に対して成果を還元したいという気持ちにな
り、一層モチベーションが上がった(3年生)｡
・県外出身なので、大分のことはよくわからなかったけど、この事業を通して大分に興味をもった(3年生)｡
・講義を聞いて、被災されたことによる日常生活の大変さが伝わったし、少しでも中津江村の方々に役に立ちたいと思った。この事業で得た災害についての知識
をもって活動をしていきたいし、地域に貢献していきたいと思っている(3年生)｡
・小学校低学年の女の子に避難所に行くなら、何が一番大事？何を持って行きたい？と聞いた時、いつもつかう、お父さんがかってくれた抱き枕を持って行くと
言っていた。些細な事だと思わず、その人が大事だと思う気持ちを大事にすることが不安を軽くしたり、生活リズムが良くなることになると感じた(3年生)｡
・過去に起きた災害の時の状況、支援の仕方を知る機会になった(1年生)｡
・講義を聞いて、避難所のトイレやお風呂の問題、災害関連死の問題、持病を持つ方や高齢者の問題など、実際の状況を知ることができた(1年生)｡
・避難所の混乱した状況の中で、支援団体同士での情報共有をしながら進めることの難しさを知った。自分ができることと、できないことをハッキリさせること
も大事だと思った(1年生)｡
・避難所での危険因子を排除し、災害関連死を増やさないため被災者の不安な状態を助長させないようにするためにも最大限の配慮が必要だと思った(1年生)｡
・JRATとしての実際の活動経験のある方からお話を聞き、質問もすることができ、良い学びになった。何度聞いてもまだまだ知らないことが多くあり、継続し
て学ぶことが必要だと実感した(1年生)｡
・理学療法士としての視点だけでなく、聴覚や視覚に障害がある方、要支援者の避難や避難所での対応、生活を支援すること等についても考えていく必要がある。
これは、みんなで考えることが大切だと思った(1年生)｡

大分県日田市中津江村

●進捗と発展
中津江村での聞き取り、地域住民の方からのお話、JRATで活躍されている方の経験談、教科書や文献などを通し

て得た知識や情報を基に、現在、中津江村の住民の方専用の“かるた” を作成中である。完成後、中津江村づくり
役場で開催されている「つどいの場」において、住民の皆さんと内容や表現について検討していく予定である。中津
江村の豊かな自然についての内容も読み札に入れ、子ども達、高齢者の方、避難所を開設する方、避難所で生活する
方のためになるような“かるた”になるように今後も活動していく予定である。そのためにも、今後も中津江村を訪
ね、中津江村にあった内容にしていきたいと考えている。


